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3月21日、高槻市番田水路沿いを歩いてバードウォッチング。桜が開花し、春の花々の観察も楽しんだ。
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に伸びるのをためらい、横に枝を広げ

ますが、モンゴリマツは問題なく伸び

ていきます。

ほかにカラマツ（華北落葉松、

Larix principis-rupprechtii）があり

ますが、大同では海抜1600mより低い

ところでは生育がよくなく、私たちは

あまり植えてきませんでした。

大同での緑化協力につ

いてYouTubeで動画を配

信しています。右のQRコ

ードよりアクセスできます

のでぜひご覧ください。

成長が速くまっすぐなモンゴリマツ

GENの山西省大同市での25年の緑化協力を振り返り、当時の写真も交えてシ

リーズでご紹介します。今回で36回目です。（高見邦雄）

大同緑化協力25年の軌跡
アブラマツ（油松）とモンゴリマツ（樟子松）

緑の地球ネットワーク

第29回総会のご案内

GEN第29回総会記念講演

鳥たちの不思議な能力と里山のシンボル

「サシバ」の生態・保護・保全の実態

第29回総会記

念講演は、GENの

中国での野鳥調

査にご参加いた

だいている大西

敏一さんをお招

きし、お話をう

かがいます。大西敏一さんは35歳で鳥

と関わる世界に入り、国内外の野鳥調

査に飛び回っておられ、『決定版日本

の野鳥650』（平凡社創業100周年記念出

版）ほか、ご著書も多数あります。

白亜紀末からの生物大絶滅をかいく

ぐり、生き残った鳥類。多様な進化を

遂げることで、今や最も繁栄した鳥た

ちは、現在全世界で1万を超える種が

生息しています。彼らは様ざまな環境

に順応する体を獲得することで、高山

から海洋、熱帯から極寒の地まで世界

中のあらゆる場所に住み、鳥が通わぬ

場所を探すのが難しいほどです。そん

な鳥たちに秘められた驚異的な能力と

体の仕組みなどを知ることで、多様性

の持つ意味を実感できるでしょう。

また、大西さんは里山を代表する猛

禽類であるサシバの調査に携わってお

ご活用ください！新パンフレット

前号と一緒にお送りしたGENの新し

いパンフレット、ご覧いただけました

でしょうか？ 見ていただいた方から

は「写真が多くて読みやすい」「活動

を俯瞰できる」などの感想が寄せられ

ています。このパンフレットがきっか

けでGENの活動を知ってもらい、活動

に加わってくれる方が一人でも多く増

えることを期待しています。お友達な

どにGENを紹介する最初のツールとし

てぜひご活用くだ

さい。周辺に配架

が可能な施設やイ

ベントがあるよう

でしたらお送りし

ますので、必要部

数をGENまでご連絡

ください。

東北海岸林
再生活動

られます。渡り鳥でもあるサシバは近

年全国的に減少の危機にあり、大阪府

でも絶滅の恐れのある鳥の一つになっ

ています。本種の生態や生活史、彼ら

を取り巻く現状と大西さんが係わった

大阪府内の生息状況調査をご紹介いた

だき、生物多様性の大切さとサシバの

保護・保全を考えます。

〇講師：大西敏一さん（バードコンサ

ルタント）

〇参加費：無料

〇会場：大阪産業創造館5階研修室

A・Bまたはオンライン（Zoomを使

用）

〇申込：以下のいずれかの方法でお申

込みください。

①6月15日（木）までにメール（gen@

gen-tree.org）またはGENホームペー

ジ（ ht t p s : / / g e n - t r e e . o r g /

participate/）より申込む。メールは

件名を「総会記念講演参加希望」と

し、本文にお名前、会場参加かオン

ライン参加かを明記してください。

②6月16日（金）までにイベント管理

サイトPeatixより申込む（https://

gensoukai2023.peatix.com/）

6月17日、緑の地球ネットワーク第

29回総会を開催します。会場とオンラ

インでの参加が可能です。会員のみな

さまには、総会に提案する文書を近日

中に発送しますので、お読みになった

うえで同封の返信はがき、またはe-

mailにて出欠のご連絡、欠席の場合は

意思表明か委任状の提出をいただくよ

うお願いいたします。

GENは30年以上にわたり、国境を越

えた緑化協力を続けてきました。会員

を長く続けている方が多くおられるこ

とは大変ありがたく、感謝していま

す。その分会員の年齢も上がり、30代

以下の会員が少ないのが現状です。若

い層にGENの活動が浸透するにはどう

すればよいか、若手の世話人を中心に

検討を重ね、スマホでも見やすいHP作

り、SNSやYouTubeの積極的な利用な

ど、従来より幅広い層に届けるための

取り組みをしてきました。

また、国内での環境問題をともに学

ぶ活動として、月１回開催している

GENなんでも勉強会、国内でのスタデ

ィツアーの開催など、今年度も国内で

参加しやすいイベントを計画します。

総会でこれらの取り組みを共有し、ご

意見をいただきたいと思います。みな

さまのご参加をお待ちしております。

* * * * * * * * * * * * * * * * *

【緑の地球ネットワーク第29回総会】

〇日時：6月17日（土）13時30分～16

時30分ごろ

〇会場：大阪産業創造館5階研修室

A・B（大阪市中央区本町1- 4 - 5

tel.06-6264-9911 大阪メトロ中央

線・堺筋線「堺筋本町」駅1番出口

より徒歩5分）またはオンライン

（Zoomを使用）

〇記念講演：13時30分～15時『鳥たち

の不思議な能力と里山のシンボル

「サシバ」の生態・保護・保全の実

態』

〇総会：15時10分～16時30分

※総会終了後、会場近くの居酒屋で懇

親会を予定しています。詳細は総会

資料に掲載します。

講師の大西敏一さん

4年ぶりに東北海岸林再生活動ツア

ーをおこないます。これまで植樹した

海岸林のマツは元気に育っています

が、ゆりりん愛護会によるとクズなど

の草が茂り、その管理が大変とのこ

と。東北の今を知り、植栽地での作業

に参加しませんか。

〇日程：9月2日（土）～9月3日（日）

〇定員：8名

〇内容：ゆりりん愛護会の植樹現場視

察・作業、被災地見学

※詳細は次号に掲載します。参加希望

の方はGENまでご連絡ください。

大同で数多く植えた樹種はなんといっ

てもマツです。見本園に少数植えたも

のを除けば３種です。

いちばん多かったのはアブラマツ

（油松、Pinus tabuliformis）です。

大同に自生する樹種で、渾源県の北岳

恒山には樹齢数百年の古木が存在しま

すし、各地の仏教寺院や道教の道観に

も古いものがあります。近年の緑化で

もっともよく使われているのがこのマ

ツです。

どのマツもそうですが、乾燥と痩せ

地に強いのが最大の特徴で、落ち葉や枯

れ枝が土を肥やすと逆に弱ってしまうの

だそう。日本の松枯れでも、土地が肥え

たために樹勢が弱ったところを、カミキ

リムシとマツノザイセンチュウによって

枯らされたと言われます。大同の農村

では落ち葉も枝打ち材も生活燃料とし

て徹底的に利用されますので、その点

は心配ありません。

油松には戦前の和名「マンシュウク

ロマツ」がありました。ところが同じ

油松にアカマツふうがあって、それに

は「マンシュウアカマツ」という名札

を付けたけど、やっぱりおかしいと取

り外したそう。六甲山の神戸市立森林

植物園での実話です。

2000年ごろまでは２年生で地上部10

～15cmほどの小苗を、1haあたり3300

本も植えていました。こんなに密植し

て大丈夫なの？ 日本ではスギ、ヒノキ

が間伐されないで荒廃していると心配

された方がありました。でも大同では

根元の直径が10㎝になれば、垂木材な

どとして利用され高価ですので、その

心配はなさそう。

河北省蔚県でもそうですが、近年は

4～5年生のポット仕立ての大苗を植

え、そのかわり本数を1haあたり1230

本に減らしています。

もう一種類のマツがモンゴリマツ

（樟子松、Pinus sylvestris var.

mongolica）です。ユーラシア大陸に

広く分布するオウシュウアカマツの変

種で、中国では大興安嶺などに自生し

ています。

緯度にして10度も北の樹種ですの

で、温暖化が進むなかで心配な面もあ

りますが、生育が速く材が真っ直ぐな

のが魅力で、北部の大同県、陽高県あ

たりに導入されています。私たちもた

くさん植えてきましたが、いまのとこ

ろ問題はなさそうです。

実験林場カササギの森は西北からの

強風の吹き出し口で、風口と呼ばれま

す。最近ではすぐ西隣りに大型の風力

発電機が林立するようになりました。

風に揺さぶられると、アブラマツは縦

大同の自生樹種アブラマツ
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緑の地球ネットワーク年会費……一般会員＝12,000円・家族会員＝6,000円・学生会員＝3,000円

2023.5

ジュニア会員（中学生以下）＝1,000円・団体会員＝12,000円・賛助会員＝100,000円◇会報購読のみ（年間）＝2,000円

GENなんでも勉強会
オンライン 7月

知ると楽しい

公園のあれこれ

日本の公園制度の始まりとされる明

治6年（1873年）の「太政官布達」が

発せられてから、今年で150年を迎え

ます。この節目の年、意外と知らない

日本の公園制度や、堺市にある浜寺公

園の歴史などについて、GEN代表の前

中久行さんにお話しいただきます。

〇日時：7月27日（木）19時～20時30

分ごろ

〇手段：ウェブ会議システムZoom

〇講師：前中久行さん（GEN代表）

〇参加費：無料

〇定員：100名

〇申込み：以下のいずれかの方法でお

申込みください。

①7月25日（火）までにメール（gen@

gen-tree.org）またはGENのホーム

ページより申込む。メールの場合は

件名を「7月オンライン勉強会参加

希望」とし、本文にお名前を記入し

てください。

②7月26日（水）までにイベント管理

サイトPeatixより申込む（https://

gennandemo22.peatix.com/）

吹田市にある紫金山公園で里山の保

全活動に参加しませんか。紫金山みど

りの会にご指導いただき、里山整備と

自然観察をおこないます。

〇日時：7月8日（土）9時～15時ごろ

〇場所：紫金山公園

〇指導：紫金山みどりの会

〇集合：9時にJR岸辺駅北口改札

〇参加費：無料（ボランティア保険加

入済）※昼食時に豚汁代100円をお

支払いください。

〇定員：15名（先着順）

〇持ち物：作業しやすい服装（長袖・

長ズボン）、歩きやすい靴、帽子、

弁当、豚汁用お椀、飲み物、敷物、

軍手、タオル、あれば鎌、ヘルメッ

ト（作業道具・ヘルメットは現地で

準備します）

〇申込み：7月4日（火）までにお名

前、生年月日、連絡先をGENまでお

知らせください。GENホームページ

からもお申込みいただけます。

堺市にある大仙公園は仁徳天皇陵古

墳と履中天皇陵古墳周辺に位置する緑

豊かな公園です。4月の大仙公園での

自然と親しむ会が雨で中止となったの

で、あらためて同公園で自然と親しむ

会を開催します。初夏の自然観察を楽

しみましょう。園内にある日本庭園に

も立ち寄ります。

〇日時：6月3日（土）10時～15時ごろ

〇場所：大仙公園（堺市堺区百舌鳥夕

雲町2丁目）

〇案内：前中久行さん（GEN代表）

〇参加費：700円（保険料を含む、別

途、日本庭園の入園料（大人200

円）がかかります）

〇定員：20名（先着順）

〇持ち物：歩きやすい服装と靴、弁

当、飲み物、敷物、帽子

〇申込み：5月30日（火）までにGEN事

務所までお名前、生年月日、連絡先

をお知らせください。

※小雨決行

GEN自然と親しむ会

前中代表と歩く野の道シリーズ⑱

初夏の大仙公園を歩く

草地の生き物を守るには

永野 正弘さん（GEN会員）

3月22日、GENなんでも勉強会オンライン「失われゆく草原の生き物たち～これま

でとこれから：自然史と生態学の窓から～」をおこない、27名が参加しました。講演

のようすはYouTubeで配信しています。YouTubeは3ページのQRコードからアクセス

いただけます。GEN会員はホームページの「会員さま限定ページ」で質疑応答部分

までご覧いただけます。

報
告

報
告

山の暮らしをより身近に

吉房 睦美さん（大阪府）

4月19日、GENなんでも勉強会オンライン「京都西山ヘッポコ猟師のものとり話」

をおこない、22名が参加しました。講演のようすはYouTubeで配信しているほ

か、GEN会員の方はホームページの「会員さま限定ページ」でご覧いただけます。

当該地域は、現在は住宅や小工場な

どが多くみられますが、古よりは水田

地帯。川に挟まれ水には恵まれたもの

の排水の便が悪く、改良のために豊臣

秀吉の時代から用・排水路が作られて

いました。その一つが今回のフィール

ド「番田水路」です。

講師をされた高田みちよさんは高槻

市立自然史博物館の主任学芸員で、学

生時代は植物を専門とされていたと聞

きましたが、「小鳥の嘴に指を噛ませ

たい」「カラスに蹴られてみたい」な

ど、解説の途中のふと漏れ出るつぶや

きに、一方ならぬ鳥ラブが感じられま

した。

高田さんの「名前や種類にこだわる

より、何をしているかを観察してみて

ください」とのアドバイスからウォッ

チングスタート。水路は車道や歩道の

すぐ脇をめぐっているので人に慣れて

いるのか、鳥たちは13人のぞろぞろ歩

く足音にも、じろじろ眺める視線にも

少しも動ぜず、「もっとよく見て欲し

いカモ」と、水路の真ん中で用水と排

水をわけている堰の上に飛び乗り並ん

でポーズをとるカモたち。

後半は水路にそって整備された玉川

緑地の遊歩道を散策。松尾芭蕉が「卯

の花や 暗き柳の およびごし」と詠

んだという碑があり、景勝の地であっ

たことを物語っていました。遊歩道を

挟んで土手から水路に枝を伸ばす桜が

花を咲かせ始めており、また、花は終

っていたものの水仙の群生やレンギョ

ウ、雪柳の大きな株、けやきの花も見

られ、鳥だけでなく季節の花も満喫。

観察できた鳥は、オナガガモ（メ

ス）、コガモ、ヒドリガモ、カルガ

モ、ヨシガモ、ホシハジロ、キジバ

ト、ドバト、カワウ、アオサギ、コサ

ギ、オオバン、イソシギ、ハシブトガ

ラス、ハシボソガラス、シジュウカ

ラ、タヒバリ、ヒヨドリ、メジロ、ム

クドリ、ジョウビタキ、イソヒヨド

リ、ハクセキレイ、キセキレイ、カワ

ラヒワ、イカルでした。

6月、7月のGENなんでも勉強会オンライン、GEN自然と親しむ会

のご案内です。右のQRコードからもお申込みいただけます。

報
告

水路沿いの野鳥を観察してみると

向井 美香さん（GEN世話人）

3月21日、GEN自然と親しむ会「高槻市番田水路でバードウォッチング」をおこな

いました。高田みちよさんにご案内いただき、13名が参加しました。

GEN自然と親しむ会

紫金山公園で

里山整備

猟師さん、ということで、筋肉もり

もり、マッチョで熊のような…という

イメージをしていました。が、熊どこ

ろか、タヌキでも負けそうなやさしい

雰囲気の方でびっくり。しかも、ハイ

テク系の企業のお勤めと平行して、

「美味しいものを食べたい」「作物を

取られて悔しい」「狩猟したらええや

ん」「じゃぁ、猟をやるか」というシ

ンプルな流れで猟師になられたという

ことに、二度びっくり。そのうえ、結

構な年齢から山ぐらしを始められて、

びっくりを超えて、尊敬です。今まで

猟師さんの著書やお話は、どれだけ大

変か、お前らには無理！という雰囲気

プンプンのものばかりでしたが、「楽

しんでいる」「こんなに贅沢はない」

と、本当に楽しそうに暮らしぶりをお

話しくださり、ワクワクしてお伺いす

ることができました。

そのなかでも、問題提起やご苦労も

あり、野生動物との共存についての難

しさを実感しました。イノシシがすべ

てを食べきらず、一番よい状態の白菜

を残しておいた、というエピソードか

らは、そこから人が種をとって、また

作付けし、それを食べることができ

る、とイノシシの生存の知恵なのか、

不思議な気がしました。翌年はどうな

ったのでしょうか。

ドローンなども活用しながら、狩猟

ができる時代。都会の若者や親子も、

実際に体験ツアーのようなことができ

れば、自然のこと、命のこと、里山の

ことなどなど、学べると同時に、新し

い発想も生まれ、山と人との関わりに

もっと目を向けるようになるかもしれ

ない、と思いました。

最初、話を聞いているときには、私

の想像力欠如のためか、バラバラな知

識が次々出てくるといった印象でし

た。YouTubeで聞き直し、合点しまし

た。内容は多岐にわたり、この紙面で

は一部しか紹介できません。

興味を持った研究例１：ゴマシジミ

属の蝶は近年減少してきている。一つ

には蝶のコレクターによる乱獲がその

原因であるが、他方食草の減少にも依

る。ゴマシジミは幼虫段階にはワレモ

コウを食べる。4齢になるとシワクシ

ケアリというアリの巣に移動し、アリ

の幼虫を食べるか、アリの成虫から口

移しに餌をもらう。ゴマシジミが生存

し続けるにはワレモコウとシワクシケ

アリの生息が必須である。ワレモコウ

には草地環境が必要、一方ゴマシジミ

には湿った土が必要。乾燥しないよう

に樹林にならないように管理する必要

があるそうです（古河義仁さんのイン

ターネット記事で一部補足）。

興味を持った研究例２：シダレグリ

（枝垂れ栗：国指定天然記念物）の林

の下刈りをしないと樹木が侵入してシ

ダレグリが減少した。今は草刈りをし

て林は回復しているそうです。

以上二つの例はいずれも、堆肥や飼

料の原料として、刈り取られていた草

地で生息できていた植物が、放置され

て生存が脅かされてきた話です。

日本は全域が温暖で雨量が多く、放

置すると森林になります。草地は多く

の場合農業、畜産、屋根葺き、道具作

成、など日常生活に使うため刈り取ら

れ、目的に合う草地を維持するために

火入れなども行われました。いま、こ

れらの需要が減って維持作業がされな

いだけでなく、火入れなどの技術も継

承されにくくなった。「草地の維持作

業（＝遷移を妨げる方策）を見つけ出

すことが急務である。そのための研究

をやっている」というのが講師の大窪

久美子さんの信念なのでしょう。

自然と親しむ会

中止しました

4月15日（土）に予定していた

GEN自然と親しむ会「春の大仙公園

を歩く」は雨天のため中止しまし

た。6月3日（土）に同公園で自然

と親しむ会を行いますのでぜひご

参加ください。

人間の視線にまったく動じないヨシガモ



ちなみに、中国史上もっとも巨大な

木塔といえば、北魏のとき洛陽に存在

した永寧寺の仏塔で、高さ150メート

ル。この高さが木造建築の限界といわ

れ、これほどの高塔になると１本の心

柱では支えきれず、塔の中心部は４本

の柱を一組にして方形に配置した16柱

で造られていた（発掘調査の結果によ

る）。534年、落雷により炎上。火は

3ヶ月も燃えつづけたという（『洛陽

伽藍記』巻一）。

その後、これをしのぐ高塔は出現せ

ず、また木造にかわってレンガ造りの

仏塔がしだいに多くなる。その一因は

華北における森林の減少にあった、と

いえるかもしれない。

話をもどして、応県木塔の入口から

中に入ってみると、正面に高さ11メー

トルの釈迦如来の塑像。この塔が釈迦

塔とよばれるゆえんだ。暗層の階段を

二階に上がると、ここにも文珠・普賢

の2菩薩を脇侍とした釈迦牟尼仏。三

すでに夜の７時。ところがバスはホ

テルに直行せず、五台山茶芸館という

のに案内される。もちろんガイドとこ

の店のあいだに話ができているわけ

で、お腹は空くは腹は立つは。しかし

中国茶が好きとあって、つい石竹茶な

るものを買ってしまう。帰国後、飲ん

でみて失敗とさとったが、後の祭り。

夜は銀都山荘というホテルに宿し、

おそい夕食。

今回参加のメンバーは、30名のほと

んどが初対面。4つの円テ－ブルに分

かれるが、私の差配で左党は一卓に集

まる。おとなしくビールから始める

が、中国語で「一杯やろう」は干一

杯、「も一つやろう」が再干一杯だと

教えると、メートルが上がるにつれ、

「再干一杯」がしきりに飛び交うよう

になる。

ビールのつぎは汾酒。山西省を縦断

する汾河ぞいで造られるから、この名

がついた。蒸留酒で、40度から60度代

まで各種。原料はコウリャン。瓜の香

りのような清涼感があるのは、酢酸エ

チルの作用による。1917年、パナマ万

博で金賞を受けた。貴州省の茅台酒、

浙江省の紹興酒と並ぶ中国の三大銘酒

の一つだ。山西省に来たからには、飲

まざるべからず。

ザイガンイーペイ！

応県木塔断面図

上田篤編『五重塔はなぜ倒れないか』（新潮社、45ページ）
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多くの刺激をいただいた経験は、若者

が少なかったからこそのものだと思い

ます。

世話人になってからは、若手とし

て、若手をどう取り込むかを自分の中

で課題としてきました。自分が恩恵に

あずかっているからこそ、周りの同世

代にも、この環境に入ってきて欲し

い。そう友達にも語りかけるものの、

なぜか、この魅力はなかなか伝わりま

せん。私が難なく溶け込めたのは、お

じいちゃん子だったことと、そして何

より白酒を美味しいと思ったことが大

きかったのかもしれません（笑）。

期せずして今、私より一回り若い学

生と日々過ごしています。仲良く話せ

る友達もできました。クラス全体を見

ると、コロナ禍の影響もあってか、大

人しく、省エネモードで過ごそうとし

ている人が多いように思います。気に

なる言葉は「コスパ」です。授業を選

ぶとき、課外学習に参加するとき、将

来について語るとき、この言葉が飛び

交います。「情熱のない人生なんて面

白くない!!」これは私が医学部受験を

決めた際に、GENの方からかけていただ

き、大いに励まされた言葉です。せっ

かく同級生になったので、若い学生の

情熱に火をつけて回り、あわよくばGEN

にも引っ張ってきたいと思います。

最後になりますが、今年で33歳にな

ります。「三十而立」といいますが、

社会的に自立するのはもう少し先にな

りそうです。ただ、国境を越えて世界

を良くしたい情熱は忘れずに、日々一

生懸命に過ごしていきたいと思いま

す。皆さま、今後とも叱咤激励、よろ

しくお願いします。

勤めていた漢方メーカーを退職し、

この４月より、信州大学医学部生にな

りました。前職で興味が深まった漢方

が人体に効くメカニズムの解明や、過

疎化が進む農山村での地域医療に貢献

できる医師を目指したいと思います。

アルプスが一望できる静かな環境で勉

強しながら、背中を押してくださった

家族、会社の同僚、GENのみなさまに感

謝しています。

特に関東ブランチの方々には、受験

前後に激励会・慰労会を開いていただ

くなど、大変気にかけていただきまし

た。少子高齢化というとネガティブに

語られることがほとんどですが、私の

場合、特にGENの活動では恩恵を受けて

きたと感じています。二回り三回り、

場合によっては五回りくらい年上の偉

大な人生の先輩方とじっくりお話し、 信州名物五平餅さっそく食べました

GEN会員がそれぞれの思いをリレー形式でつなぐコラムです。読んでの感想や、

次号にご執筆いただける方を募集しています。

バトンを
繋ごう！

GEN会員によるリレーコラム
第５回 第二の人生、始めました

鶴田惇さん（山梨県）

黄土高原紀行＜14＞

四、懸空寺と応県木塔（3）
谷口 義介（GEN会員）

階には東・西・南・北に面して四方仏

が配される。最上の回廊に出ると、眼

下に周囲の風景が鳥瞰できる。前面

（南側）に観光開発のための急造りの

商店街路、三方には農地がひろがり、

家屋が点在。直下の大雄宝殿のあたり

に僧侶らしい人影は見えない。

午後おそく、応県木塔をあとにし

て、五台山へと向かう。ガイドはこの

時、大同の旅行社の男性から、太原の

旅游公司の男性社員に交替。私が属し

ているNPO「緑の地球ネットワーク」

主催のワーキング・ツアーでも使って

もらった、と喜んでいた。

バスは繁峙から滹沱河にそって行き、

その支流をさかのぼる。これは五台山

巡礼４道のうちの北道で、東台の裾を

へて中心部の台懐鎮をめざすコース

だ。

そもそも五台山は、中央と東・西・

南・北の五つの峰がそびえ、それぞれ

の山頂が平らで樹木もなく、台形をし

ているので、これを総称して

五台山という。夕刻、このう

ちの東台をめざすが、霧が出

ていて眺望がきかず、頂上の

望海峰（海抜2795メートル）

は見えない。そのうえ寒い。

すぐバスにもどって坂道を下

り、山ふところの台懐鎮へ。

ここを台内といい、多くの寺

廟が集中している。

ペイ

ガンイー

フェンジュウ

ふんが

マオタイ

ザイガンイーペイだいかいちん

ぼうかいほう

なか はら

こ だ が

ん、他のブース出展の方、アースデイ

のボランティアスタッフのみなさんと

も交流を楽むことができました。

今回は出展準備からインターン生に

関わってもらい、TwitterやInstagram

でイベントの様子を即座に配信するな

ど、新たな試みに挑戦することができ

ました。

ハッピーアースデイ大阪に

参加しました

GENインターンシップ

参加者募集

2023年度より、大学生・大学院生のイ

ンターン生を募集します。GENの活動に

参加し、課題解決に取り組んでみません

か？ご興味のある方、過去のインターン

生の活動を知りたい方はGENホームペー

ジ（ h t t p s : / / g e n - t r e e . o r g /

p a r t i c i p a t e / ? i d =

internship）をご覧くださ

い。右のQRコードからもア

クセスできます。

3月25日、コロナ禍からかつての日

常が戻りつつあることを感じつつ、八

尾市久宝寺緑地にて開催されたハッピ

ーアースデイ大阪に参加しました。

今回はインターン生の山崎さんが夜

なべして作ったストラップを用意し、

クイズに答えて

くれた方にプレ

ゼントして大好

評。当日の天気

は曇りで、人の

入りは多くはな

かったものの、

来場者はもちろ

以前、GENなんでも勉強会オンライ

ンでご紹介したi-Tree。4月9日に千葉

大学の加藤顕先生のご指導の下で体験

してきました。i-Treeは都市の街路樹

がどれだけ地球環境に役立っているの

かを試算するしくみです。屋外で街路

樹のデータ測定を行った結果から、そ

の地域に街路樹が存在することによる

二酸化炭素の吸収効果や雨水流出量の

削減効果などを試算できます。

近いうちにGENのイベントでi-Tree 好評だったクイズと手作りストラップ

えいねいじ

ばしら

わきじ

しん

はん じ

とうだい

を体験していただく機会を設けたいと

思っています。（長坂）i-Tree の講習に
参加しました

2022年に産まれた子供の名前ランキング1位は、

男の子が碧、女の子が陽葵だそう。名に込めた親の思いが垣間見れ

ますね。ところで中国で一番多い名前をご存じでしょうか？なんと

なく気になって検索してみたら出てきました。2019年のデータです

が張偉さんが最も多く、王偉、李娜と続きます。なんと約30万人の

張偉さんがいるんだとか。中国には張さんも王さんもたくさんいる

ので必然的に人数が増えるのかもしれませんが、桁の多さにびっく

り。日本で同姓同名の人に出会ったら「奇遇な！」となりそうです

が、これだけいると「ふーん」くらいの感想になるかもしれませ

ん。みなさんのお知り合いに張偉さんは何人いますか？（河本）

あお ひまり

万年中国語学習者のつぶやき
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会費・購読料・寄付・物品・ボランティアなど協力者のお名前('23.3.1～'23.5.1、50音順、敬称略)

＊当欄掲載のイベント情報は掲載時点のもので、その後変更になる可能性があります。

主催者にお確かめのうえ、ご参加ください。

＊当欄に情報をお寄せください。本紙は奇数月15日ごろの発行で、締切は前月の末で

す。なお、紙面の都合により掲載できない場合があります。ご了承ください。

2030年に向けて

持続可能な開発目標

木材利用と森林保全を考える
シンポジウム

小夏とはちみつ
いかがですか

土佐小夏の季節です。今年はたまね

ぎはありませんが、柑橘の香り豊かな

はちみつをぜひお試しください。

◎土佐小夏

A 5kg 4,800円

B 3kg 3,000円

C 家庭用5kg 3,800円

◎土佐のみかん山のはちみつ

600g 3,000円

1.2kg 6,000円

※送料別途。関東1,100円、関西1,000

円

※売り上げの一部をGENに寄付してい

ただいています。ご注文の際は

『GENの紹介』とひとこと添えてく

ださい。

【注文先】田中農園 田中隆一さん

（〒781-7412 高知県安芸郡東洋町大

字河内203 tel./Fax.0887-29-2500

e-mail：tanakan3@cronos.ocn.ne.jp

URL http://tanakanouen.com/）

気候ネットワークウェビナー

世界の気候訴訟最前線

ー問われる司法の役割ー

気候変動による影響で、世界で気候

訴訟が起こされています。日本で気候

訴訟に関わる弁護士が世界の気候訴訟

の最新動向を報告します。

〇日時：2023年5月29日（月）18時～

19時30分

〇開催方式：オンライン（Zoomウェビ

ナー）

〇プログラム：「拡大する気候訴訟の

役割（これまでとこれから）」増本

志帆（弁護士）／「国と企業の気候

危機回避は法的義務に」浅岡美恵

（弁護士・気候ネットワーク代表）

／「企業のグリーンウォッシュを追

う弁護士たち」小島寛司（弁護士）

／「気候訴訟を支える科学とNGO」

杉田峻介（弁護士）

〇参加費：無料

森林保全、木造建築の学童施設建設

推進、森の調査・計測、木材のバイオ

マス活用などさまざまな視点から地球

温暖化対策の理解を深めるシンポジウ

ムです。

〇日時：2023年5月25日（木）13時30

分～17時

〇場所：大阪商工会議所4F会議室・オ

ンライン（Zoomを利用）

〇内容：基調講演「関西の森をモリア

ゲよう」長野麻子（株式会社モリア

ゲ）／SDGs環境ビジネス事例発表

「学童保育施設の木造化推進の取り

組み」鈴木健一（森と子ども未来会

議）、「森林資源の見える化サービ

スと森林の活用について」井手田尚

登（東京パワーテクノロジー株式会

社）、「バイオマス熱利用でエネル

ギーの脱炭素と地産地消」柳樂行宏

（日本アジアLCA研究所）／パネル

ディスカッション

〇参加費：会場・オンラインともに

2,000円

〇定員：会場100名、オンライン100名

〇申込み：以下のページよりお申込み

ください。https://peraichi.com/

landingpages/view/nhgpi?Ga

=2.121432141.438176989.167722699

4-194865508.1610953921

右のQRコードからもアクセ

スいただけます。

〇主催：関西SDGsプラットフォーム環

境ビジネス分科会／（一社）エコビ

ジネス推進協会

〇問合せ：（一社）エコビジネス推進

協会(大阪市中央区本町1-5-7西村ビ

ル 2 0 5 E - m a i l： s d g s @ e c o -

b.or.jp tel.06-6261-5380）

〇申込方法：気候ネットワークホーム

ページ（https://www.kikonet.org/

event/2023-05-29）よりお申込みく

ださい。

〇主催・問合せ：NPO法人気候ネット

ワーク京都事務所tel.075-254-

1011 fax.075-254-1012 E-mail：

kyoto@kikonet.org


